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安全安心の生活環境保持のため
低い堤防の早期改修が望まれる

洪水による越流と内水被害が想定
される舟形第４町内（向屋地区）

歩道の区切部分のカラー舗装例

9月の猛暑時に水遊びを楽しむ親子連れ

奥羽本線鉄橋

最上小国川
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舟
形
川

奥
羽
本
線
鉄
橋 最上小国川

光生園

国
道

号
線
舟
形
橋

舟形第4町内
越　流

稚鮎センター

防災･減災対策について問う

質
問
　
７
月
３
日
か
ら
４
日

未
明
に
か
け
、
九
州
各
地
及

び
西
日
本
で
豪
雨
に
よ
り
人

的
な
被
害
を
含
め
甚
大
な
災

害
が
発
生
し
、
７
月
２８
日
か

ら
山
形
県
内
で
も
広
範
囲
で

豪
雨
に
見
舞
わ
れ
、
２９
市
町

村
で
少
な
く
と
も
２
千
人
以

上
が
避
難
し
ま
し
た
。

　
１
０
０
年
に
一
度
な
ど
と

言
わ
れ
る
災
害
が
、
現
在
で

は
当
た
り
前
の
よ
う
に
発
生

し
て
い
る
状
況
で
す
。

　
小
国
川
と
舟
形
川
の
合
流

上
部
に
位
置
す
る
舟
形
第
四

町
内
（
向
屋
）
地
区
の
内
水

対
策
を
、
今
後
ど
の
よ
う
に

す
る
の
か
。

　
ま
た
、
平
成
３０
年
９
月
で

質
問
し
た
土
砂
災
害
防
止
対

策
は
、
そ
の
後
ど
う
な
っ
た

の
か
、
そ
の
後
の
動
向
を
伺

い
ま
す
。

町
長
　
こ
の
地
区
は
小
国
川

の
洪
水
浸
水
想
定
区
域
に
な

っ
て
お
り
、
避
難
勧
告
の
適

切
な
発
令
や
住
民
の
主
体
的

な
避
難
が
期
待
さ
れ
る
区
域

で
あ
り
ま
す
。

　
浸
水
想
定
に
対
し
堤
防
が

低
い
現
状
で
は
、
避
難
を
最

優
先
に
考
え
る
し
か
あ
り
ま

せ
ん
が
、
短
期
的
に
は
小
国

川
の
堆
積
土
砂
の
浚
渫
、
長

期
的
に
は
な
り
ま
す
が
、
河

川
改
修
を
含
め
た
築
堤
も
今

後
検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。

　
土
砂
災
害
防
止
対
策
に
つ

い
て
は
、
被
災
直
後
の
現
地

調
査
で
、
え
ん
堤
が
満
砂
状

態
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
、

町
と
長
尾
町
内
会
が
翌
年
３

月
に
、
国
及
び
県
に
え
ん
堤

の
機
能
回
復
と
強
化
の
要
望

を
提
出
し
て
い
ま
す
。
災
害

発
生
以
降
、
国
及
び
県
は
毎

年
複
数
回
定
期
的
に
確
認
し

て
お
り
、
し
ば
ら
く
様
子
を

見
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

本
年
７
月
２７
日
に
長
尾
地
区

公
民
館
に
お
い
て
、
地
域
住

民
に
対
し
説
明
会
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
今
後
は
、
国
、

県
と
情
報
を
共
有
し
連
携
し

な
が
ら
、
土
砂
災
害
防
止
対

策
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

長期的に築堤を含めた河川改修の検討
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質
問
　
県
内
に
お
け
る
交
通

事
故
の
発
生
状
況
は
年
々
減

少
傾
向
で
は
あ
る
も
の
の
、

事
故
の
半
数
は
高
齢
者
の
事

故
で
あ
り
ま
す
。
一
方
で
、

高
齢
者
の
運
転
免
許
証
の
自

主
返
納
者
数
が
、
５
年
間
で

約
３
倍
と
な
っ
て
お
り
、
そ

れ
が
交
通
事
故
の
減
少
に
結

び
つ
い
て
い
る
と
思
わ
れ
ま

す
。
今
後
、
高
齢
化
に
よ
り

シ
ル
バ
ー
カ
ー
・
シ
ニ
ア
カ

ー
・
電
動
車
椅
子
の
普
及
も

考
慮
し
て
、
信
号
機
の
設
置

さ
れ
て
い
な
い
横
断
歩
道
、

ま
た
は
町
道
と
幹
線
道
路
が

交
わ
る
箇
所
、
更
に
は
自
転

車
歩
行
者
道
の
途
切
れ
て
い

る
箇
所
か
ら
の
路
側
帯
に
お

い
て
、
交
通
事
故
防
止
に
多

大
な
効
果
を
上
げ
て
い
る
カ

ラ
ー
舗
装
化
等
を
行
な
っ
て

は
ど
う
か
。

町
長
　
自
主
返
納
を
進
め
る

代
わ
り
に
、
サ
ポ
カ
ー
を
推

奨
す
る
た
め
に
町
で
補
助
金

を
出
し
て
お
り
、
国
の
方
で

も
令
和
元
年
の
１２
月
か
ら
制

度
が
拡
充
さ
れ
た
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
令
和
元
年
の
町
道

で
の
交
通
事
故
は
、
車
両
相

互
１
件
、
車
両
単
独
４
件
で

す
。
シ
ル
バ
ー
カ
ー
等
の
利

用
も
承
知
し
て
い
ま
す
が
、

事
故
の
発
生
等
も
な
く
、
そ

の
方
々
の
た
め
に
町
道
の
部

分
を
カ
ラ
ー
舗
装
す
る
と
い

う
こ
と
は
、
歩
行
者
等
の
保

護
面
で
は
あ
ま
り
効
果
が
期

待
で
き
な
い
と
考
え
、
現
実

的
に
難
し
い
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。
や
は
り
、
操

作
す
る
方
々
が
交
通
安
全
に

対
す
る
注
意
を
す
る
こ
と
が
、

一
番
の
交
通
安
全
だ
と
思
い

ま
す
。
交
通
安
全
母
の
会
や

安
全
協
会
舟
形
支
部
等
の
関

係
機
関
と
も
相
談
し
、
要
望

が
あ
れ
ば
、
地
域
の
実
情
と

費
用
対
効
果
も
考
え
な
が
ら
、

我
々
行
政
側
で
も
検
討
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま

す
。

河
川
公
園
の
利
活
用

　
　
　 促
進
に
つ
い
て

　復
旧
状
況
も
踏
ま
え

　
　必
要
に
応
じ
て
検
討

質
問
　
舟
形
町
の
ア
ユ
パ
ー

ク
舟
形
（
河
川

公
園
）
の
小
国

川
沿
い
は
、
県

内
外
か
ら
多
く

の
鮎
釣
り
人
で

に
ぎ
わ
い
、
ま

た
、
今
年
は
猛

暑
が
続
き
、
改

修
し
た
噴
水
広

場
と
小
国
川
の

浅
瀬
で
の
川
遊

び
は
大
人
気
の

よ
う
で
し
た
。
今
後
も
安
心

で
安
全
な
川
遊
び
や
水
遊
び

が
堪
能
で
き
る
場
所
と
し
て
、

駐
車
指
示
等
の
設
置
や
鮎
型

水
路
の
利
活
用
推
進
に
向
け

て
の
今
後
の
考
え
は
。

町
長
　
本
河
川
公
園
は
町
の

観
光
ス
ポ
ッ
ト
の
１
つ
で
も

あ
り
ま
す
。
昨
年
度
は
、
多

目
的
広
場
の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト

舗
装
、
チ
ャ
イ
ル
ド
ラ
ン
ド

遊
具
の
新
設
復
旧
を
行
い
、

今
年
度
は
多
目
的
広
場
へ
の

ペ
イ
ン
ト
事
業
を
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
災
害
で
の

復
旧
を
し
て
い
る
状
況
で
足

元
を
固
め
な
が
ら
、
ど
の
程

度
の
必
要
性
が
あ
る
の
か
勘

案
し
な
が
ら
、
皆
様
に
愛
さ

れ
る
魅
力
あ
る
公
園
に
な
る

よ
う
整
備
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

費
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踏
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安
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の
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路
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備
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し
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つ
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